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リュバ ック著 「ア ミダ」 第7章 「法 然 と浄 土 宗 」

にお け る問題 点

竹 内 真 道

〈はじめに〉

ア ソ リ ・ドゥ ・リ ュバ ヅクi著rア ミダ』(HenrideLubac,AspectsduBouddhisme,II,《Amida》,Paris,Editions

duSeuil,1955.)は,浄 土 教 につ い て の フ ラ ソス語 の著 作 で,全13章 か ら成 り,イ ソ ド ・中 国 ・日本 の浄 土 教 が 紹 介 さ

れ てい る。

著 者 の リュバ ッ ク神 父 は,1896年 フ ラソ スに 生 まれた カ トリ ックの神 学者 で,リ ヨ ソ ・カ ト リッ ク学 院 の教 授 を 務 め,
(1)

後 に枢機卿に任命 されてい る。

さて,こ のrア ミダ』 の第7章 は 厂法然 と浄土宗」 と題 され,20ペ ージに渡 って法然上人 のことが述べ られ てい る。以

下 は,こ の第7章 について調べた ものである。

1.参 考 ・引用文献 について

『ア ミダ』第7章 で参 考 ・引用 され て い る主 な 文 献 は,次 の も の であ る。

まず 重 要 な の は,1925年 に発 行 され た 石塚 龍 學 ・H.H.コ ー一ツ両 師 に よ るr勅 修 御 伝 法 然 上 人 行状 絵 図』 の英 訳 と注 解

((H�entheBuddhistSaint,hislifeandteaching,compiledbyimperialorder.)(Translation,historicalintro-

duction,explanatoryandcriticalNotesbyRev.HarperHavelockCoats,M.A.,D.D.andRev .Ry琦akulshizuka,

Kyoto,1925・)で あ る(以 下,HBSと 略 す)。 このHBSを リュバ ック神 父 は,rア ミダ』 の 注 で,厂 我kは 既 に,し ば
(3)

しば この 最 も重 要 な著 作 に拠 って い る。」 と述 べ,『 ア ミダ』 第7章 の注,全46箇 所 の うち13箇 所 を,HBSか ら引 い てい

る。 『ア ミダ』 第7章 の法 然 上人 の生 涯 は,ほ とん ど この書 を も とに 書 か れ て い る とい って よい 。

次 に 重要 な の は,姉 崎 正 治 著 の英 文r日 本 宗 教 史 』(MasaharuAnesaki,《HistoryofJapaneseReligion》,London,

1930.)(以 下,HJRと 略 す)で,7箇 所 の注 に 用 い られ てい る。

この 他,CharlesEliotの 《JapaneseBuddhism》(London,1935.)が4箇 所 の注 に,L駮nWiegerの 《Amidisme

ChinoisetJaponais》(Hsien-hsien,1928・)が4箇 所 の注 に,フ ラ ソス語 の仏 教 辞 典 《H��irin(法 宝 義 林)》(Paris,
(4)T

okyo,1928～.)が3箇 所 の注 に,そ れ ぞれ 用 い られ て い る。

2.用 語について

仏 教 関係 の言 葉 に・ どの よ うな フ ラソ ス語 が 使 わ れ て い るか を 調 べ た 。 日本語 ・そ れ に 対 す る フ ラ ソス語 とそ の和 訳 ・

コ メ ソ ト の順 に並 べ た 。
(5) 一一 一 一一(6)あ わ れ み/f

aevur ら聽 」0
(7、『赦 起請 文 』 の 「二 尊 のあ}まれ み に は つれ 」 の 「あ わ れ み 」 の仏 訳 で あ る・HBSで

は`mercy'が 用 い られ てい る。

庵/・e・ ・ai・εLr引 退 所詰 水 の草 庵 に 用U・ られ て い る.`retr。i,ざ は 〔,e(元 へ)+,,ai,e(引 く)の 過 去 分調 〕 か ら

インターネット公開許諾のない文章には墨塗り処理を施しています。
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成 り,法 然上人が出家して比叡山に入 り,山 を下 りて再び世 間に戻 って吉水に住 した ことか ら,こ の語が用 い られた
�0

のだ ろ うか 。HBSに は`retreat'が 使わ れ てお り,リ ュ バ ック神父 は これ に 合わ せた と思 わ れ る。 尚,カ トリ ック

で は`retraite'は 「黙 想 」 の 意 で,そ れ は 「自分 の霊 的 生 活 に 必要 な決 心 をす るた め に 俗 界 を一 定 期 間 離 れ 黙想 ・反
ロゆ

省 ・祈 りの時を過 ごす こと」 とされてい る。 ω ⑯
一 枚 起 請文/《Testamentsurunboutdepapier》 厂一 枚 の遺 言」。HBSで は"One-SheetDoucument"。

�9�
往 生/renaissance一 厂再生 」。 〔re(再 び)+na羡re(生 まれ る)〕 の名 詞 形 。HBSで は`tobebomintothePure

ロの

Land'o

なの

観 想/contemplation「 熟 視 ・観 想 」。 浄土 の仏 の像 の 「観 想 」 に 用 い られ てい る。ロの
観 無 量 寿経/S皦radelaM馘itation厂 瞑 想 の 経 」。HBSで は`theS皦raonMeditationontheBuddhaof

ロロ
EternalLife'と され,高 楠 順 次郎 英 訳r観 無量 寿 経 』(以 下,SMAと 略す)で は`theS皦raoftheMeditation

　

onAmit窕us'と さ れ て い る 。
にゆ

決 定心/con丘ance,absoluetd6丘nitif厂 絶 対 の決 定 的 信 頼 」。r往 生 大 要 鈔 』 の 「そ の決 定 心 に よ りて,す なは ち
励 ㈱

往 生 の業 は さだ まるな り。」 の 「決 定 心 」 に用 い られ て い る。HBSで は`determinedfaith'。
Gap

下 品下 生/laplusbasseduplusbasdegr髯ﾊ 最 も低 い段 階 の 最 も低 い所 」。
㈱ ㈱

五 逆/cinqfautesmortelles一 厂五 つ の致 命 的 な過 失 」。HBSで は`the丘vedeadlysins'と され,SMAも 同 じ
ari

であ る。
　

極 楽/TerreHeureuse-「 幸 せ の地 」。
　む 　

三 学/troissortesdepens馥s「 三 種 の 思 惟 」。HBSで は`threedisciplines'。
ゆゆ

三尊/《TroisHonor駸》 厂尊敬すべ き三人」。法然上人が三昧発得で見 た弥陀三尊の 厂三尊」に用い られている。
がHBS

で は`thethreeHonorableOnes'。
㈲ 図

三 諦/troissortesdepens馥厂 三 種 の 思 惟 」。HBSで は`threeaspectsofconsciousness'。㈱ 岡
三 福/1atriplebont驤� 厂三 重 の 善 」。HBSで は`threegooddeesleadingtoblessedness'。

㈲ ㈹ 、

三 昧/extase-「 法 悦 」。 〔ec(の 外 に)+stase(静 止)〕 か ら成 り,ギ リシ ャ語 の`駝stasis'(自 分 の外 に立 つ こ と,
おロ ゆ

忘 我)か ら来 て い る。 「ア ミダ』 第7章 では`sam稘hi(extase)'と され て い る。HBSで は`meditativeecstasy
にむ

(sam稘hi)'と な っ てい る。 ゆ
三 昧 発 得 す る/avoirdesvisions一 厂幻 を見 る」。rア ミダ』 第7章 で は,法 然 上 人 が,`Lui-m麥eeuttoutessortes

にお

devisionslumineuses.'(彼 自身 あ らゆ る種 類 の は っ き りした 幻 影 を見 た。)と して,法 然上 人 の三 昧 発 得 を 述 べ て
なの なロ

い る。`vision'は 「(多 くは 複 数 で)幻 ・幻 影 ・幻 覚 」 の 意 味が あ り,神 秘 主 義 者 の見 る幻 影(visionsdesmystiques)
にロ

に も この語 が使 わ れ る。HBSで は`attaintheSammai(sam稘hi)'(三 昧 に達 す る)と され て い るが,建 久 九年 の
ぱの

法 然 上 人三 昧 発 得 の所 の 小見 出 し には,`H�en'sManyPureLandVisions'と され てい る。
に　

三 昧 発得 記/《Commentj'aiatteintlesammai(sam稘hi)》 「い か に して私 は 三 昧 に 達 し た か 」。HBSで は
ゆ

`AnaccountofhowIattainedtheSammai'
o

　ロ

四 宗 大 乗/quatresortesdediscipline-「 四種 の学 問 」。
ゆ

四 種 三 昧/quatredisciplines一 厂四 つ の 規 律」。
が 　う

四 智/quatresagessesr四 つ の 思 慮 分 別 」。HBSで は`thefourwisdoms'。
　 　

四 無 畏/quatrerupturesdeliens厂 四 つ の鎖 の切 断 」。HBSで は`thefourfearlessnesses'(四 つ の恐 れ の な い

こ と)。
㈲ 勧

十 悪/dixactescriminels一 厂十 の行 い の罪 」。HBSで は`thetenevildeeds'。

十 念/dixpens馥s「 十 の思 い」。r観 無 量 寿経 』 の下 品 下 生 の段 で,善 友 のす す め る 「十 念」 の仏 訳 で あ る。SMA‚ª
で は,「 具 足 十 念」 を`completedtentimesthethought'と して あ り,rア ミダ』 第7章 も これ と同 じ く,`compl騁�

㈹ ㈹

dixfoislapens馥'と し て い る 。HBSで は`saidittentimes'と さ れ,こ の`it'は`thenameoftheBuddha

Amida'を 指 し て い る 。
㈹ ㈹

浄土教/amidisme-「 ア ミダ教 ・ア ミダ主義」。 『小学館 ロベ ール仏和大辞典』では 「阿弥 陀信仰」 と訳 され て い る

が,rア ミダ』第7章 で用い られている`amidisme'は,仏 教学 で使 う 厂浄土教」にあた る と思わ れ る。HBSで は
㈹`theJ6doB

uddhism'が 用 い られ てい る。
㈹

善知識/maitrebonetinstruit厂 善 き知恵あ る師」。 『観無量寿経 』下品下生 の段 に出て くる 厂善知識」 の仏訳 で
㈹あ

る 。HBSで は`goodandlearnedteacher'。
　

選 択 本 願 念仏 集/《TextesrelatifsandVoeuorigineletauNembutsu》 一 厂本 誓 と念 仏 に 関 す る文 集 」。HBSで
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は`℃011ectionofPassagebearingsupontheOriginalVowofAmida,inwhichHechosetheNeml)utsuout
_㈹

ofallotherwaysofattainingOj6.。 仏訳 の方 は,「 選 択 」 の 意 味 が訳 され て い な い し,「 本 願 」 と 厂念 仏」 の関

係 も示 され てい な い 。
　

南 無 阿弥 陀仏/NamuAmidaBustsu(Sauve-moi,6toi,BouddhaAmida)「 ナ ムア ミダ ブ ッ(私 を救 い た まゆ
え,あ あ,あ なた,ブ ッ ダア ミダ)」。HBSに は,NamuAmidaButsuに,"Ohsaveme,thouAmidaBuddha."

とい う英訳 がつ け られ て い る。
口o(

法 皇/empereursenfrocr法 衣 を ま と っ た 皇 帝 」。HBSで は`lmperialBonze'。
けの

瞑想/m馘itationr沈 思黙考」。仏教 の 「禅定 」に相 当す る所に用 い られ ている。
くマの

礼 讃/hymne一 厂賛歌 」。 住 蓮 ・安 楽 の とな えた 六 時 礼 讃 の 「礼讃 」Y'`用 い られ て い る。 カ トリ ックで は`hymne'は
セう

典礼歌 を指す。

3.内 容 に つ い て

〔歌 等 の フ ラ ソス語 訳 につ い て 〕

法 然止 人 の歌 につ い て は,rア ミダ』 第7章 で は,ア ーサ ー ・ロイ ド(ArthurLloyd)の 英訳 を フ ラ ンス 語 に訳 し て

載 せ て い る。 以 下,法 然上 人 の月 か げ の歌 を,原 歌 ・仏 訳 とそ れ の和 訳 ・ア ー サ ー ・ロ イ ドの 英 訳 ・HBSの 英 訳 の

順 に 並 べ て 比 較 し てみ る。

月 か け の い た らぬ さ とは な け れ ど も⑯

な か む る人 の こ ころ に そす む

(仏 訳)

DanstousIespays,iln'estpasullha皿eau,

Sihumble,sirecul�,quelaluned'argent

Netouchedesesrayons.Maislorsqu'unhomme

Ouvresafen黎reetregardeauloin,
㈲

Lav駻it馘ucielentreetdemeureaveclui.

(全 て の 国 で,ど んな に 貧 しい は るか 遠 くの小 さな 村 で あ っ て も,銀 の月 の光 の至 らぬ所 は ない 。 け れ ど も人 が 自分

の 窓 を開 い て遠 くを 眺 め る時,天 空 の真 理 は 入 り込 み彼 の所 に と ど ま る。)

(ロ イ ド英 訳)

Inalllandsnotiniesthamletlies,

Howe'erremote,butthatthesilverMoon

Touchesitwithitsrays.Butwhenaman

Openshiswindowswideandgazeslong,

Heaven'sTruthwillenterinanddwellwithhim.

(HBS)

Thereisnoplacewherethemoonlight

Castsnotitscheeringray;

Withhimwhohastheseeingeye

Alonethatlightwillstay.

ロ イ ド訳 は姉 崎 氏 も指 摘 して い る よ うに,原 歌 の簡 素 な 純 粋 さに欠 け てお り,だ い ぶ の 意 訳 で あ る。HBSの 方 が 原 歌

に 近 い 。 リ ュ・ミッ ク神 父 は,ロ イ ド訳 とHBSは 見 て い るの だ が,日 本 語 の原 歌 は 恐 ら く見 て い ない のだ ろ う。 そ の た め
麟)

意訳 されて細か く描写 されてい るロイ ド訳を,フ ラソス語 に訳 した のだ ろ う。(筆 者 としては,リ ュバ ック神父が,ロ イ

ド訳 もHBSの 訳 も,同 じ月かげの歌 を訳 した ものだ と知 っていたか どうか疑問であ る。)

次に 『一枚起請文』紹介の箇所 についてであるが,そ の 『起請文』 の最後 の文句が,原 典 とだいぶ異 なってい る。以下,

原文 ・仏文 とそ の和訳 ・HBSの 英訳 ・HJRの 英訳 の順に並べてみ る。

念佛を信ぜむひ とは,た とひ一代 の法を よ くよ く學せ りとも,一 文不知 の愚鈍 の身にな して,尼 入道 の無智 のともが
㈱

ら に 同 し て,智 者 の ふ る ま い を せ ず し て,一 向 に 念 佛 す べ し

(仏 文)

Monconseilsupr麥eestquelesplussavants,laissanttoutp馘antisme,nesefientpourleursalutqu'au
㈹

seulnembutsu.
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(私 の最 後 の教 えは,一 番 の学 識 者 た ち は,全 く学 者 ぶ る こ とを うち 捨 て て,た だ 念 仏 だ けを 自分 の救 い のた め�'`信

じな さい,と い うこ とで あ る。)

(HBS)

Thosewhobelievethis,thoughtheyclearlyunderstandalltheteachingsShakataughtthroughouthis

wholelife,shouldbehavethemselveslikesimple-mindedfolk,whoknownotasingleletter,orlikeignorant

nunsormonkswhosefaithisimplicitlysimple.Thuswithoutpedanticairs,theyshouldferventlypractise

therepetitionofthenameofAmida,andthatalone.

(HJR)

HoweverextensivelyonemayhavecomprehendedtheteachingspropoundedduringthelifetimeofS稾ya-

muni,heshould,assoonashehasputfaithinsalvation,regardhimselfasanequalofthemostignorant,

andthusshouldwhole-heartedlypractisNembutsuincompanywithanysimplefolk,entirelygivingup
㈲

thedemeanourofawiseman.

原 典 に忠 実 な訳 はHBSで あ り,HJRも 原 典 に ほ ぼ忠 実 な 内容 で あ る。 と ころが,rア ミダ』 第7章 の仏 文 は,原 典

よ りも欠 け て い る所 が 多 く,仏 訳 とは 言 い難 い。 そ れ で は,著 者 に よ る要 約 か とい え ば,要 約 に して は肝 腎 な所 が 誤 って

い る。 こ の仏 文 で は,法 然 上人 は一 番 の学識 者 た ち に 念仏 を信 じな さい,と 説 い て い る よ うに 受 取 れ る が,原 典 で は,念

仏 を信 じ よ うとす る人 に 知 者 のふ る まい を しない で 念 仏 しな さい,と 説 い てい るの で あ る。 リュパ ッ ク神 父 は,HBSも

HJRも 読 んで い るはず な のだ が,な ぜ この よ うな文 にな った のだ ろ うか 。

〔年 齢 ・日付 につ い て 〕

法 然 上 人 の亡 くな った 月 日とそ の年齢 を,『 ア ミダ』 第7章 で は,
が

Ildevaitmourir澎tani,le7mars1212,稟馘esoixante-dixneufans.

(彼 は1212年3月7日79歳 で,大 谷 で亡 くな った 。)

と して い る。 普 通,法 然 上人 の祥 月 命 日は正 月 二 十五 日と され て い るが,こ れ を3月7日 と した の は,HBSに,上 人 のちの
亡 くな っ た 日を`thetwenty丘fthdayofthefirstmonthofthesecondyearofKenryaku(March7。1212)'と

して い る のに 依 る。HBSで は 陰暦 を陽 暦 に 直 して括 弧 内 に 記 して い る のだ が,陰 暦 と陽 暦 は毎 年 月 日が ず れ る の で,陽

暦 の3月7日 が 必ず し も陰 暦 の正 月二 十 五 日 とは な らな い。 た と えば,1989年 の陽 暦3月7日 は陰 暦 の正 月 三十 日であ り,㈹
1988年 の陽 暦3月7日 は 陰 暦 の正 月十 九 日で あ る。HJRで は,上 人 の亡 くな った 日を`the25thdayofthe丘rstmoon

㈹

(Feb.29thinJuliancalendar)'と し,ユ リウス暦(旧 太陽暦)を 用 いて,2月29日 として括弧内に記している。

現在の 日本では,陰 暦正 月二十五 日をそのまま陽暦1月25日 で受け とめる考 え方が,定 着 してい る。 この辺 の事 隋を,

陽暦を用いてきた西洋人 にはっき り説明 しておかない と,リ ュバ ック神父 の ように,法 然上人 の亡 くな った月 日を,3月

7日 と受取 ってしま うことにな りかねない。

次に法然上人 の年齢であるが,rア ミダ』第7章 では前 出のように,亡 くな った歳 を,79歳 として満年齢 で示 している。
ゆゆ 　

HBS,HJRと もに80歳 の数え年 で記 してお り,満 年齢を使 うようにな った現在 の 日本で も,法 然上人は八十歳で往生,

とす る言い方が一般 に使われている。 このことも,西 洋人に今後説明してい く必要がある。

〔キ リス ト教者 との比較 について〕

『ア ミダ』第7章 では,姉 崎正治氏が,法 然 丘人 とアシジの聖 フラソチェスコを,同 じ信心(d騅otion)の 中で結びつ
が

けた ことを述べている。 また,ル ター派 との類似点が,聖 フラソシス コ ・ザ ビエル とそ の後継者たちに よって認め られた

とし,こ の類似点は,西 洋 の学者の うちで,一 種の ライ トモテ ィー フになった としている。 また,ア ミダ教 とはル ター主

義 の裏返 しとする,メ ナージ(Mainage)神 父 の説をあげている。

しか し全般的にみ て,こ この章 では キ リス ト教者 の名前をあげるだ けで,法 然上人 とどこが似て どこが違 うか とい うこ
が

とについては,具 体的に突 っ込 んでは,触 れ られていない。

〔法然上 人の念仏 について〕

『ア ミダ』第7章 では,法 然上人については,HBSやHJRに 基づいて紹介 されている。 その中で,著 者 リュバ ック

神父 の意見 とみ られ る所は,法 然上人 の念仏 につい てであ る。著者は,法 然上人が念仏を必要かつ十分 としたのに対 し,

「法然は,正 確 に善導を解 釈した のだろ うか。そ の事は どうも疑わ しい。」 として疑問を投げかけ,法 然上人が除 こうと

した瞑想的 または観想的な精神 の恵念を,善 導大師 は教えたのではないか としている。 さらに,『 観無量寿経』にも念仏

以外 の精神 訓練 の行が説かれ てい ることをあげてい る。

しか し,著 者は,r観 無量寿経』は念仏 の利益を強 く言いたいがために,ま ず先 に多 くの他 の事 を示 した と思われ ると

して,い くつか の難点はあるにせ よ,経 典は法然 の解釈を十分 に裏づけてお り,こ のことと,ア ミダ教に与えた法然 の方
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⑯

向性は,評 価 され うるとしている。 また,善 導大 師の説 く瞑想的 ・観想的要素については,善 導が阿弥 陀の1億念を常に抱

き続 けていた のと同様の ことを,法 然 も人にすすめ てお り,r選 択集』 も三部経の読誦や 阿弥陀仏への礼拝等,色 々な実
矼OO

践行 をすすめている,と してい る。しかし,「 彼 の考えでは,こ れ ら全ては,信 心 または儀式 め実践にすぎず,多 かれ少
Uo2

なかれ,必 要 な精神的訓練 の実践ではない。 も う一度い うな ら,念 仏それだけで十分 である。」 と述べ,『一枚起請文』の鵬

「このほかにお くふか きことを存ぜば,二 尊 のあはれみにはつれ,本 願 にもれ候べし」 の文句をあげている。

著 者は,法 然上人が念仏 それだけで十分 とした点 で,善 導大師 とはい く分異な っていると考えてい る。しかし,そ の点

を批判 してい るのではな く,法 然上人が説いた念仏が,個 人の力に依 らず,阿 弥陀仏 の力に依 る救い の念仏 である点を,
膕

評価 してい るよ うである。

〈結 語 〉

以上,rア ミダ』第7章 「法然 と浄土 宗」 について調べて きたが,著 者 の リュ・ミック神父 は,異 教 の法然上 人 とその教

えに対 し,そ れほ ど大 きな誤解 はしていないし,批 判的 でもない ように思われ る。むしろ,信 仰 に於 て共通 性を見 出そ う

としてい るよ うであ る。 しか し,和 文 ・漢文の原典 を読 んでいないので,法 然上人 の言葉を直接理解 していない。そのた

め,例 えばr一 枚起請文』 の紹介では,愚 鈍 の身 にな しての念仏が抜け てい る。

けれ ども,今 か ら30年前 に,こ れだけの ことが フランスのカ トリック神学者に よって著わ された ことは,評 価で きる。
Uo9

尚,こ のrア ミダ』で,法 然上人 と浄土宗 が とりあげ られたの も,石 塚 龍學 ・H,H.コ ー ツ両 師の努力に よって,60年

も前 に全955ペ ージの詳細な英訳法然上人伝が出版 されたか らであ る。 これが 出なか ったな らば,リ ュバ ック神父 も,こ

こまで法然上人の ことを著わす ことはできなかったであろ う。

(謝 辞)

rア ミダ』第7章 を訳すにあた り,仏 文学者 日比野智先生に多 くの ご教示を受けた。仏教用語 につい ては,佛 教大学

佐藤健先生 にご指摘頂いた。 また,大 正大学 廣川堯敏先生 よ り 『ア ミダ』 の原書 のコピーを,佛 教大学 藤本浄彦先生

よ りHBSの 原本を頂 いた。

ここに深 く感謝申し上げ る。

〔略 語 〕

HBS-一 一《H穗entheBuddhistSaint》(詳 し くは本文`1.参 考 ・引用 文献 につ いて'参 照)

HJR-《HistoryofJapaneseReligion》(詳 し くは本文`1.参 考 ・引用文献について'参 照)

SMA-《TheS皦raoftheMeditationonAmit窕us》(高 楠順次 郎英訳r観 無量 寿経 』 浄土宗全書第23巻p.461

～p .502浄 土 宗開宗八百年記念慶讃準備局発行 山喜房佛書林発 売 昭和47年)

r勅伝』一 『勅修御 傳法然上人行状繪圖』(恵 谷隆戒編 平樂寺書店発行 昭和]8年)

rロベ ール』-r小 学館 ロベ ール仏和大辞典 』(小 学館発行1988年)

註(1)rキ リス ト教 人 名 辞 典 』(日 本基 督教 団 出版 局 発 行1986年)p.1812a./(2)筆 者 の所 有 し て い るHBSは,昭 和

24年,世 界 聖 典 刊 行協 会 よ り再 版 され た も の で あ る。/(3)『 ア ミダ』p.155-156,n.1./(4)こ れ ら以外 に,註 に 用

い られ て い る文 献 は40を 数 え るが,紙 数 の 関 係 で これ らを 載 せ る のを 省 く。/(5)『 ア ミダ』p.173./(6)r勅 伝 』p.

338./(7)HBSp.729./(8)rア ミダ』P.157./(9)rロ ベ ール 』P.2040b,c,P.2123a./⑩HBSp.185./⑪rロ

ベ ール 』P.2123a./⑫rア ミダ』P.167./⑬HBSp.729./⑭rア ミダ』P.157./⑮rロ ベ ール 』P .1621a,

P.2040c./⑯HBSp.276,P.277./⑰rア ミダ』P.169./⑱rア ミダ』P.168,同P.170に は`Sutradela

M馘itationsurAmitayus'と あ る。 尚rア ミダ』 で は,`s皦ra'は`sutra'と い うふ うに 長 音 符 号が 全 て に付 け られ

てい な い が,本 論 文 で は,他 の文 献 と の関 係上,長 音 符 号 を 付 加 した 。/⑲HBSp.245./⑳SMAp.461./⑳

rア ミダ』p.162./㈱r勅 伝 』p.106./⑳HBsp.350./㈲rア ミダ』p.171./⑳rア ミダ』p.171./㈲HBs

P.338./鋤SMAp.498./鰺rア ミダ』P.157./㈲rア ミダ』P.162./㈹HBSp.186,同P.196で は`three

learnings'./eりrア ミダ』P.164./¢ ⇒HBSp.210./G3rア ミダ』P.169./G◎HBSp.673-674./eδrア ミ

ダ』p.171./(36)HBSp.569./㈲ 『ア ミダ』p.169./e♂rロ ベ ー ル』p.825c,p.2293a./(39)『 ロベ ー ル』p.

997a./(40)rア ミダ』p.169./㈲HBSp.37./㈹rア ミダ』p.164./㈹rア ミダ』p.164./㈲rロ ベ ー ル』

P.2531b./㈹rク ラ ウン仏 和 辞 典 』(三 省 堂発 行 昭 和54年)P.1400a./(46)HBSp.207./㈲HBSp.206./

㈹ 『ア ミダ』P.164./㈲HBSp.207./鋤 『ア ミダ』P.162./㈲ 『ア ミダ』P.169./62『 ア ミダ』P.163./

萄HBSp.343./㈲rア ミダ』P.163./㈲HBSp.343./鱒rア ミダ』P.171./6のHBSp.338./鱠 『ア ミ

ダ』P.171./㈹SMAp.499./㈹rア ミダ』P.171./㈲HBSp.736./6⇒rア ミダ』P.157./⑳rロ ベ ー ル』
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p.86b./6ゆHBSp.53./㈹rア ミダ』p.171./㈹HBSp.499./勧Pア ミダ』p.168./働HBSp.252./

㊨grア ミダ』p.162./㈹HBSp.350,n.3./㈲rア ミダ』p.156./㈱HBSp.32./σ3rア ミダ』p.169./

㈲rア ミダ』p.166./㈲rロ ベ ール 』p.1245a./㈹r勅 伝 』p.236./㈲rア ミダ』p.165./㈲HJRp.174./

⑲HBSp.544./㈹HJRp.175.姉 崎 氏 は,故 人 とな った 友 人 で あ る ア ーサ ー ・ロイ ドの 記 念 とし て,彼 の訳 を

載 せた こ とを記 し てい る。/㈹ この 月 か げ の歌 の他 に も 『勅 伝 』巻30の 春 の歌 や,『 勅 伝 』 巻34の 兼 実 へ の返 歌 「露

の 身 は」 の歌 等,法 然 上 人 の歌 が 仏 訳 され て い るが,い ず れ も だ いぶ の 意 訳 で あ る。/⑳r勅 伝 』p338./:irア

ミダ』p.167./㈱HBSp.729./⑳HJRp.178./⑳ 『ア ミダ』p.166./匈HBSp.638./幽 『一 九 八 九 年

版 浄 土 宗 寶暦 』(浄 土 宗 発行.;.年)p.16./:a『 昭 和 六 十三 年 戊 辰 年 幅 壽 暦 』(鹿 島 秀 峰編 著 神 宮 館 製 作 朝 日

販 売 サ ー ビス セ ンタ ー 発 行 昭 和62年)P.8./的HJRp.178,n.2./OOHBSp.638./働HJRp.179./⑳

rア ミダ』P.158.同P.158,n.9.に よれ ぽ,MasaharuAnesaki,《BuddhistArtinitsrelationtoBuddhist

Ideals,withspecialreferencetoBuddhisminJapan》(Boston-New-York,1915)P.VIIが あ げ られ て い る。/

鱒rア ミダ』p.158-159,フ ラ ンシ ス コ ・ザ ビエ ル の書 簡 は,『 聖 フ ラン シ ス コ ・ザ ビエル 全 書 簡 』(河 野 純 徳 訳 平

凡 社 発 行1985)と して 出版 され てお り,日 本 浄土 教 に つ い て報 告 され て い る箇 所 が あ るが,私 見 で は,ル ター派 と

の 類似 点 の述 べ られ てい る所 は,見 当 らなか った。 鱒rア ミダ』p.159-160.こ こで,Mainage,《LeBouddhisme》

(1930),p.190.か らの文 厂ル ター に と って,い や され な い 人 間 の堕 落 は,キ リス トの恩 寵 で 覆 わ れ てお り,ア ミ ダ

教 に と って は,人 間 であ る こ との本 質 的 な善 良 さを 取 り囲 ん で い る のは,悪 だ け で あ り,そ の悪 は人 間 を 堕 落 さ せ

}xな い
。」 を あ げ てい る。/41カ ール ・バ ル ト,ス トラス ブー ル の ドミニ コ派 の ニ コラ ス等 が あ げ られ てい る。/働

『ア ミダ』P.170./4i『 ア ミダ』P.170./鱒 『ア ミダ』P.170-171./⑳ 『ア ミダ』P.171-172./⑳ 『ア ミダ』

p.172./⑫rア ミダ』p.172./⑱rア ミダ』p.172-173./㈱ 著者 は,は っ き りと 「法 然 上 人 の 念 仏 を 評 価 す

る」 とは 述 べ て い ない が,法 然 上 人 の数 々 の法 語 を あ げ て ま とめ てい くの をみ れ ば,決 して批 判 的 で ない こ とがわ か

る。/㈲ 石塚 師 は,188]年 青 森 県 に生 まれ,浄 土 宗 僧 侶 とな り,東 大 の哲 学 科 を 卒 業 した 。 伝 道 講 習 院 教 授,浄 土

宗 大 学 教 授,海 城 中 学 校 長,芝 中学 教 頭等 を歴 任,深 川 霊巌 寺 の住 職 とな っ てか らは,自 坊 の復 興 につ とめ た 。 】937

年 浄 土 宗布 教 師会 会 長 に な った が,1945年,第 二 次 大戦 の 東 京 空 襲 で 亡 くな った。(『 浄 土 宗 大 辞典 』1.p.60)H.

H.コ ー ツ師 は1865年 生 まれ の カ ナ ダの 宣教 師 で,1890年 来 日。 東 洋 英和 学 校(後 の 青 山学 院 大学)教 授 とな り,日

本 文 化 の研 究 に も従 事 した。1934年 名 古屋 で亡 くな った 。(『 キ リス ト教 人 名辞 典 』p.566)




